
（施設単位・個人単位いずれの応募も可）

症例検討：肝細胞がん

63歳 男性 独居

慢性B型肝炎を背景とする肝細胞がん。切除・

RFA・TACE を繰り返した後、肝両葉に多発再

発。局所療法の適応なしと判断され、複合免疫

療法を導入。

既往歴

慢性B型肝炎、高血圧症、狭心症（疑い）、高脂血

症、逆流性食道炎

自施設に加え、他院（内科）からも内服処方あり。

1コース目

有害事象なく経過

2コース目 Day 8

AST 62 / ALT 

45

無症状

Day 15 外来

AST 196 / 

ALT 204

Day5からの皮疹あり

Day 50 造影CT

PD

肝転移増大、新規病変

事例検討のポイント① Day 15 の初動

外来管理か入院か／irAEと判断してよいか／常用

薬による肝障害の可能性／ステロイドの時期・量・期

間／ 患者教育／ 退院後のモニタリング

事例検討のポイント② Day 50 の次の一手

ICI 再投与の可否／レジメン変更／BSC——患者

の希望と、各職種の専門性をどう重ねるか

2026年12月6日 Zoomを使った
ディスカッション形式オンライン開催日

13:00–17:00

本セミナーの詳細・参加希望のお申し込みは、二次元コードまたは日本臨床腫瘍学会のホームページをご確認ください。 www.jsmo.or.jpJSMO｜

お問い合わせ｜株式会社サンプラネット E-mail: jsmo-ioes@sunpla-mcv.com 営業時間: 10:00 ～ 17:00（土 ・日・祝祭日を除く）

定 員 50名
対 象 医師・薬剤師・看護師

参加費 無料

概 要 講義 ＋ 症例検討

目 的 受講後、地域へ持ち帰り近隣の医療機関・医療従事者にレクチャーする

QRコード
（差し替え）

お申込み

2026年 医師・薬剤師・看護師のためのがん免疫薬物療法

マネジメントセミナー
アドバンスドコース

この症例、

あなたの施設なら

どうしますか？
症例検討：肝細胞がん
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